
花巻市有形文化財として、新たに「岳妙泉寺庫裡（たけみょうせんじくり）」を指定しました。
令和７年７月１５日に開催した花巻市文化財保護審議会において諮問・答申を受け、８月２０日の教育委員会議
で議決されました。この指定に伴い、花巻市指定の文化財は２３８件となります。

指定物件と指定理由

定例記者会見資料 Ｎｏ８

令和７年８月２６日

「岳妙泉寺庫裡」を花巻市指定有形文化財に指定しました

【問い合わせ】 担当：教育部文化財課 電話：４１－３１５２
Ｐ１１

花巻市指定有形文化財（建造物） 岳妙泉寺庫裡（外観）

たけみょうせんじくり

■指定物件
・名称 岳妙泉寺庫裡（たけみょうせんじくり）
・指定内容 花巻市指定有形文化財（建造物） ※市指定２３８件（うち有形１２４（建造物１９）件）
・所在地 花巻市大迫町内川目第１地割２番
・所有者 花巻市
・建築年代 江戸中期（１７３０～９０年頃と推定）

いりもや ひしぶ はりま けたゆき

・構造等 木造平屋建て、入母屋造カラー鉄板菱葺き、梁間7.5間×桁行９間、建築面積233.48㎡（64.0坪）

■指定理由
「岳妙泉寺庫裡」は、早池峰信仰の拠点であり南部家ゆかりの社寺であった岳妙泉寺の歴史を伝える建造物とし
て、歴史的に貴重な建物です。

えんしょうあじゃり

岳妙泉寺は、１３２５（正中２）年に真言宗の寺として円性阿闍梨が開創したと言われ、盛岡藩主南部家の祈願
ひご はいぶつきしゃく

所として庇護された格式の高い寺院かつ戦略的要所であり、神楽を伝承していましたが、明治の廃仏毀釈により廃
寺となり、現在は早池峰神社本殿（県指定有形文化財）と庫裡を残すのみとなっています。
庫裡は歴代の住職の住居として使用され、その建築年代は江戸中期（一説には１７３７（元文２）年）と伝えら
れ、絵図には現存する庫裡とほぼ変わらない形状の建物が描かれていますが、棟札等が残っていないことから正確
な建築年代は分かっていませんでした。近年の科学分析（放射性炭素年代測定）により、柱と梁が２４０年以上経
過した木材であることが判明しました。

けた うでぎ だしげた たるき

建物の特徴として、船櫂造り（せがいづくり。裄の上から腕木を伸ばし出桁を渡した上に垂木を乗せる構造）に
よる１.７ｍもの軒の突き出しがあります。この構造は、豪雪対策としてのものと思われます。



新山堂（現・早池峰神社）
県指定文化財：早池峰神社本殿

岳妙泉寺庫裡

「嶽妙泉寺絵図」（江戸時代 紙本着色 119×79.4㌢㍍ 大迫郷土文化保存伝習館蔵）に加筆

配置図

船櫂造り（せがいづくり）の軒

岳川
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平面図

立面図（南西側）
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立面図（北西側）

立面図（南東側）
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